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別記様式12号
佐世保警察署協議会令和７年度第４回会議議事概要

日 時 令和８年１月28日 水曜日 晴天 14時00分～16時00分

場 所 佐世保警察署４階講堂

出 席 者 １ 協議会
野中会長 黒崎委員 井福委員 岡田委員 尾﨑委員 中倉委員
永田委員 中原委員 丸田委員 リンドリー委員

２ 警察署
尾塚署長 平古場副署長 松竹谷警務課長 中島生活安全課長
中谷交通課長

３ 書 記
警務係長

会議の状況 １ 長崎県警察における基本姿勢及び令和８年運営指針について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 基本姿勢
(2) 令和８年運営指針
ア ニセ電話詐欺を始めとする犯罪の抑止対策の推進と人身安全
関連事案等への的確な対処

イ サイバー空間の脅威への的確な対処
ウ 悪質・重要犯罪の徹底検挙と組織犯罪対策の推進
エ 交通死亡事故・重傷事故抑止対策の推進と飲酒運転の根絶
オ 治安情勢の変化や緊急事態への的確な対処
カ 活力に満ちた魅力ある職場環境の確立

２ 提出意見に対する推進状況について
署長から、令和７年度第３回会議における提出意見に対する推進

状況について、次のとおり説明があった。
（1）交通関係
ア 外国人が関連する交通違反等の実態分析を実施した。
（令和７年４月～９月）

イ 交通指導取締りを実施した。（10月～12月）
ウ 米軍に対する交通安全対策の申入れを実施した。

(2）生活安全関係
ア 繁華街対策を実施した。
(ｱ) 客引き等に対する警戒活動
(ｲ) 飲食店に対する立入り
(ｳ) 広報啓発活動
(ｴ) 検挙活動

イ 高校生に対する非行防止・被害防止講話を実施した。

３ 令和７年10月から12月までの業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 年末に向けた総合的な犯罪抑止対策の推進
ア 全国地域安全運動に伴う運動を推進した。
(ｱ) 地域安全キャンペーンの実施
(ｲ) 下校時の見守り活動
(ｳ) 金融機関におけるキャンペーンの実施
(ｴ) ラッピングバスによる広報啓発活動

イ 年末安全パレードを実施した。
(ｱ) 児童の駆け込み訓練の実施
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(ｲ) 街頭キャンペーンの実施
ウ 未成年者飲酒・喫煙防止キャンペーンを実施した。
エ 金融機関における強盗防犯訓練を実施した。

(2) 各種イベント開催に伴う雑踏警備の実施
(3) 凶悪事件などを含めた事件検挙の推進
ア 当署管内の刑法犯認知・検挙件数、検挙率（１月～12月）
イ 窃盗犯の認知・検挙件数、検挙率（１月～12月）
(4) 第51回衆議院議員総選挙、第21回長崎県知事選挙、長崎県議会
議員補欠選挙佐世保市・北松浦郡選挙区に向けた違反取締りの推
進
ア 幅広い情報収集を推進した。
イ 公務員等の選挙運動等の制限

(5) 年末に向けた交通安全対策の推進
ア 交通安全広報活動を実施した。
イ 飲酒運転防止活動の取組を実施した。
(ｱ) 飲食店訪問活動
(ｲ) 飲酒運転取締り
(ｳ) 交通少年団による飲酒運転防止の呼びかけ

ウ 交差点関連交通違反の交通指導取締り実施した。
エ 雪氷期に向けた関係機関との連携を実施した。
(6) 台風に伴う災害対策の推進と「津波防災の日」に係る各種災害
対応訓練の実施

(7) 国際クルーズ船対策の推進
(8) 犯罪被害者支援の推進
ア 犯罪被害者支援ネットワーク会議に参加した。
イ 被害者支援広報パネル展を開催した。

４ 令和８年１月から３月までの業務重点推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 総合的な犯罪抑止対策の推進
(2) 110番通報の適切な利用の促進
(3) 窃盗犯の捜査強化
(4) 若年者による薬物の蔓延に対する取締りの強化
(5) 冬期における交通事故抑止対策の推進
(6) 緊急事態への的確な対処
(7) 国際クルーズ船対策の推進
(8) 現場執行能力の向上

５ 速度取締り指針について
交通課長から、次のとおり説明があった。

(1) 佐世保警察署の速度取締り重点
(2) 佐世保警察署管内における交通事故発生状況
(3) その他の交通指導取締り重点

提 出 意 見 １ 警ら強化要望
ニミッツパーク（佐世保公園、スケートボード場付近を含む）に

は、日本の警察が入ってこないということで、夜間に素行不良の日
本人がおり、米軍家族等から夜間は怖いという声があがっているの
で、米軍と協議しパトロールなどしてほしい。

２ 特殊詐欺抑止対策の推進
オレオレ詐欺、投資詐欺、ロマンス詐欺など特殊詐欺の被害に歯

止めがかからない状況であるため、注意喚起だけでなく、住民に対
し有効な対策（撃退機の貸し出し、国際電話の利用停止など）を周
知し、被害防止に努めてもらいたい。


